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1. はじめに 

近年，スマートフォンやタブレットが普及し，こ

れらの端末を利用した静脈認証システムが検討され

ている．ところで，従来の静脈認証技術では，近赤

外線を用いなくては静脈を撮影できないと考えられ

てきた．近赤外線は，生体内を透過しやすく体内で

反射するが，一方，血中のヘモグロビンによって吸

収され，皮膚は明るく，静脈は暗い映像が得られる．

この場合，近赤外線による撮影が可能な専用の装置

が必要となる．携帯端末に搭載されているディジタ

ルカメラは可視光による撮影装置であることから，

筆者らは可視光の制限化で静脈を識別するアルゴリ

ズムについて検討してきた．本稿では，画像の赤成

分と緑成分を用いて静脈画像を生成し，さらに距離画像，

スケルトン画像を用いて静脈を抽出する方法について検

討する．また，本方法における各種パラメータを，アニーリ

ング法を用いて最適化する． 
 

2. 静脈抽出 

静脈は青く見えるが，それは錯視であり，静脈の青色成

分が強いわけではない．静脈が青く見えるのは静脈が青

い光を多く出すわけではなく，赤色成分の著しい減少に起

因する[1]．そこで，本稿では青成分は用いず，赤成分と緑

成分を用いて静脈を抽出する．静脈画像𝐹(𝑥, 𝑦)は， 

の変換で生成する（図 1(a),(b)）．なお，ここでの変換係数𝛼
は𝑅 𝑥, 𝑦 成分と𝐺 𝑥, 𝑦 成分の比を示す．ラプラシアン・ガ

ウシアンフィルタにより静脈画像𝐹(𝑥, 𝑦)を先鋭化し，判別

分析法を用いて二値化する．また，雑音除去のために小

領域を削除する． 

二値化された静脈画像の距離画像(図 1(d))とスケルト

ン画像(図 1(e))を生成する．なお，距離画像とは，被写

体の各画素について，背景からの距離を算出した結果

の画像である．スケルトン画像については先端部分の

短い枝を除去する（図 1．(f)）．距離画像とスケルトン画

像の輝度値を積算し，静脈幅画像を生成する．静脈幅

画像におけるスケルトン部の非零の標準偏差を算出し，

この逆数を静脈抽出評価量とする．静脈画像における

静脈幅が一定であるほど，静脈抽出評価量は高くなる．

静脈抽出評価量をアニーリング法により最適化する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．最適化適用における各種画像；(a)原画像，(b)色変

換適用，(c)静脈抽出結果，(d)距離画像，(e)スケルトン画

像，(d)枝除去されたスケルトン画像  

 

 

 

 

 

 

 

図 2．非最適化における各種画像；(a)距離画像，(b)スケル

トン画像(枝除去後)，(c)静脈抽出結果 

表 1．最適化適用・非適用における静脈検出評価量 

 変換係数α 静脈検出評価量 

最適化適用 0.48 1.15 

最適化非適用 0.1 1.09 

3. 実験 

図 1(a)の画像を用いて静脈を抽出する．アニーリング法

を適用し最適化した結果を図 1(c)，適用しない場合を図

2(c)に示す．アニーリング法の適用によって，静脈が適切

に抽出できることがわかる．最適化しない場合，静脈以外

の領域でスケルトンが生じ，静脈抽出評価量が低くなること

も考察できる（表 1）． 
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